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＊ 会誌 7 月号は，優れた業績を残された会員の皆
様の御活躍を拝見できる特別な号です．受賞者の皆様，
このたびはおめでとうございます．それぞれの受賞の背
景には，様々な出会いやきっかけ，計り知れない努力が
あったことでしょう．7月号の楽しみ方の一つは，受賞
の背景に想像力を働かせ，物語を読むような気持ちで読
めることだと思います．また，知っている名前や顔を見
つけては，「御無沙汰メール」をするきっかけを得るこ
ともできます．会員の活躍が総括されている本号は，功
績をたたえ受賞者の方のモチベーションアップだけでな
く，会員と会員をつなぐ重要な役割を担っていると思い
ます．

＊ 本稿執筆にあたり，改めて過去数年の 7 月号を
俯瞰的に見てみると，受賞者に男性が多めであることに
気付かされます．比較的若い会員の方が対象となる学術
奨励賞においては，年によってばらつきがあるようです
が，女性の受賞者の割合は，受賞者中の数%から 10%
程度で推移しているようです．会員の男女比は不明です

が，この数値は，電気電子系学科の学生の男女比を考え
ると妥当かもしれません．一方，功績賞，業績賞などの
各賞については，まだ男性の方が圧倒的に多いようで
す．これらの賞は，比較的長期にわたる功績が対象とな
る傾向にあるので，もしかしたら，長い期間研究活動に
専念できるかどうかの環境的な要因が関係しているのか
もしれません．（なお，本稿執筆時点では今年の状況は
分かっておりません．今年はどうだったでしょうか．）

＊ 本号では，更に“電波利用強じん化に向けた
COE プログラムの推進”，“フローベースプログラミン
グ環境Node-REDと産業応用”，“美しさと感動を求め
て──音楽と科学の調和──”など，多様性に富んだ
テーマを掲載しております．本号は，前述の受賞報告と
合わせ，会員の皆様の息づかいと，多様なテーマを扱う
電子情報通信学会の懐の広さを感じられる構成となって
おります．是非御一読頂ければ幸いです．

（編集特別幹事 澤畠康仁）
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